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５ アンケート調査結果の概要 

 
（１） 調査目的 

横須賀市では、「横須賀障害者福祉計画（第４期横須賀市障害福祉計画を含む）」を策

定するにあたり、市内の障害者の皆様の生活の実態や課題を把握するためアンケート調

査を実施しました。 

 

（２） 調査対象 
平成 26 年４月１日現在の身体障害児者、知的障害児者、精神障害者、難病患者団体を

対象に、次の条件で対象者を抽出しました。 

 

①身体障害児者 

65 歳未満の身体障害者手帳所持者の 25%である 976 名を無作為抽出し、対象としま

した。 

  

②知的障害児者 

療育手帳所持者の 25%である 750 名を無作為抽出し、対象としました。 

  

③精神障害者 

65 歳未満の精神障害者保健福祉手帳所持者の 25%である 637 名を無作為抽出し、対

象としました。 

 

④難病 

特定疾患医療受給者証所持者（難病）については、名簿を提供していただけた難病

患者団体の会員及び、保健所健康づくり課の窓口で配布したアンケート用紙をお受け

取りいただいた方 85 名を対象としました。 

 

（３） 調査期間･方法 
発  送：平成２６年８月  ６日（水） 

投函期限：平成２６年８月２０日（水） 

最終締切：平成２６年８月２９日（金） 

調査方法：郵送配布及び郵送回収による郵送調査 

 

（４） 回収結果 

 

 
  

発送数 回収数 回収率(%)

身体障害 976 582 59.6

知的障害 750 451 60.1

精神障害 637 337 52.9

難病 85 64 75.3

合計 2,448 1,434 58.6
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（５） 調査項目 

 

 

 

 

  

身体 知的 精神 難病 備　　考
回答者 1 1 1 1
年齢 2 2 2 2
性別 3 3 3 3
障害者手帳の種類 4 4 4 5
主な身体障害 5 5 5 6
障害支援区分の認定 6 6 6 7
特定疾患の種類 4
難病、発達障害、高次脳機能障害の診断 7 7 7 8
現在の暮らし 8 8 8 9
一緒に暮らしている人 9 9 9 10
今後の暮らし 10 10 10 11
地域で暮らす条件 11 11 11
日常生活での介助の必要 12 12 12 12
介助者 13 13 13 13
収入の種類 14 14 14 14
利用状況 15 15 15 15
満足度　 15 15 15 15
不満の理由 15 15 15 15
　　ホームヘルプサービス ① ① ①
　　ガイドヘルプサービス ② ② ②
　　短期入所 ③ ③ ④
　　入所施設 ④ ④
　　通所施設・デイサービス ⑤ ⑤ ⑤
　　グループホーム ⑥ ⑥ ⑥
　　障害者相談サポートセンター ⑦ ⑦ ⑦
　　地域作業所 ⑧ ⑧ ⑧
　　訪問入浴サービス ⑨
　　手話通訳者の派遣 ⑩
　　要約筆記者の派遣 ⑪
　　日常生活用具の給付 ⑫
　　補装具の交付・修理 ⑬
　　住宅改修費の助成 ⑭
　　成年後見制度 ⑮ ⑨ ⑨
　　デイケア【精神障害】 ③
　　ホームヘルプサービス【難病】 ①
　　短期入所【難病】 ②
　　訪問相談・指導【難病】 ③
　　日常生活用具の給付【難病】 ④
　　相談会【難病】 ⑤
　　交流会・講演会【難病】 ⑥
　　障害者相談サポートセンター【難病】 ⑦
利用していない理由 16 16 16 16
今後利用したいサービス 17 17 17 17 選択肢は障害別に異なる
外出頻度 18 18 18 18
外出時同伴者 19 19 19 19
外出の目的 20 20 20 20
外出時に困ること 21 21 21 21

平日の日中の過ごし方 22 22 22 22
精神のみ高校以下の通学の選
択肢がない

普段の生活に必要な支援 23 23 23 23

設問内容

日
中
活
動

回
答
者
に
つ
い
て

福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
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＊「身体、知的、精神、難病」は順に、身体障害児者、知的障害児者、精神障害者、特定

疾患医療受給者を表す。 

＊同欄の数値は、設問番号を表す。 

 

 

（６） 調査結果の見方 
 

①図中のかっこ内の人数は、設問･各選択肢への回答者数を示しています。 

 

②図中の小数点第 1位まである数値は、設問への回答者に占める各選択肢への回答者

数の割合を示しています。（単位：％） 

 

  

身体 知的 精神 難病 備　　考
現在仕事をしているか 24 24 24 24 仕事は福祉施設や作業所を除く
仕事をしていない事情 25 25 25 25
今後仕事をしたいか 26 26 26 26
今後仕事をしくない理由 27 27 27 27
現在の仕事の内容 28 28 28 28
仕事を見つけた方法 29 29 29 29
週あたり日数（就労実態） 30 30 30 30
1日あたり時間（就労実態） 31 31 31 31
今後希望する働き方 32 32 32 32
仕事を選ぶ条件 33 33 33 33
週あたり日数（希望） 34 34 34 34
1日あたり時間（希望） 35 35 35 35
充実してほしい取り組み 36 36 36 36
必要な医療ケア 37 37 37
自立支援医療受給者証の有無【精神】 37
医療の状況【精神】 38
通院回数の変化【精神】 39
通院が減った、やめた事情【精神】 40
教育・療育に不足していること 38 38 41 38
支援シートについて 39 39 42 39
個別の指導計画について 40 40 43 40
相談相手 41 41 44 41
情報の入手先 42 42 45 42
差別や嫌な思い 43 43 46 43
差別や嫌な思いの場所 44 44 47 44
成年後見制度 45 45 48 45
一人で避難できるか 46 46 49 46
助けてくれる人の有無 47 47 50 47
災害時の不安 48 48 51 48

49 49 52 49 施策体系ごとに整理

相
談

権
利

災
害
時

設問内容

自由記載欄

仕
事
に
つ
い
て

医
療
ケ
ア

教
育
等
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1.回答者について 
 

（１）障害種類  

 

回答者の障害種類は、身体障害（40.6％）、知的障害（31.5％）、精神障害（23.5％）、特

定疾患（4.5％）で、身体障害が４割を占めています。 

平成 18 年及び 20 年調査と比較すると、知的障害、精神障害の割合が増え、身体障害、

特定疾患の割合は減っています。 

 

障害種類 

 
障害種類、前回との比較 

 
 

（２） 主にこのアンケートに回答する方はどなたですか。（○は１つ）  

 

アンケートの回答者は、全体では 65.6％が「本人（代筆を含む）」、29.7％が「本人の家

族」となっています。 

知的障害では「本人の家族」の比率が高く 60.3％となっています。 

 

アンケートの回答者、障害別 

 
  

身体障害

582
40.6%

知的障害

451
31.5%

精神障害

337
23.5%

特定疾患

64
4.5%

回答者数
1,434人

47.8

46.0

40.6

22.7

22.0

31.5

15.7

17.7

23.5

13.8

14.3

4.5

0% 50% 100%

平成18年調査(1,179人）

平成20年調査(1,248人）

今回調査(1,434人)

身体障害 知的障害 精神障害 特定疾患

65.6

78.2

30.6

85.8

90.6

29.7

18.0

60.3

13.1

7.8

1.7

1.0

3.8

0.3

0.0

1.1

0.7

2.4

0.3

0.0

2.0

2.1

2.9

0.6

1.6

0% 50% 100%

全体

身体障害

知的障害

精神障害

特定疾患

本人 本人の家族 家族以外の介助者 その他 無回答
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（３）年齢（平成 26 年４月１日現在）と性別  

 

回答者の年齢は、50 歳以上が 44.5％で半数近くを占めています。50 歳未満は合わせて

54.3％です。 

特定疾患では 98.4％、身体障害では 64.1％が 50 歳以上と中高年層の比率が高くなって

いますが、知的障害と精神障害では 50 歳未満の比率が高く、知的障害では 18 歳～39 歳の

若年の比率が 36.1％、精神障害では 40 歳～49 歳の比率が 38.0％となっています。 

性別は、知的障害では男性が 65.0％で女性より多くなっていますが、身体障害と精神障

害ではやや男性が多く、特定疾患では女性が 7 割を占めています。 

 

年齢、障害別 

 
 

 

性別、障害別 

 
  

1.8

1.9

3.3

0.0

0.0

8.7

5.0

20.6

0.9

0.0

22.7

12.5

36.1

26.1

1.6

21.1

14.9

19.3

38.0

0.0

44.5

64.1

19.5

33.8

98.4

1.3

1.5

1.1

1.2

0.0

0% 50% 100%

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

６歳未満 ６～17歳 18～39歳 40～49歳 50歳以上 無回答

54.7

51.2

65.0

51.9

29.7

42.5

45.5

32.4

45.4

70.3

2.8

3.3

2.7

2.7

0.0

0% 50% 100%

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

男性 女性 無回答
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（４）あなたが持っている障害者手帳の手帳種別とその障害程度は次のうちどれですか。

（○はいくつでも） 

 

持っている手帳の種類は、身体障害では「身体障害者手帳（１級）」（34.5％）、知的障害

では「療育手帳 A2」（26.6％）、精神障害では「精神障害者保健福祉手帳（１級）」（61.4％）

が多くなっています。 

特定疾患では、40.6%が「持っていない」としていますが、29.7%が「身体障害者手帳（２

級）」を持っています。 

 

障害者手帳の種類と等級、障害別(複数回答) 

 
 

（５）あなたは障害支援区分の認定を受けていますか。（○は１つ） 

 

全体の４割の人が障害支援区分の認定を「受けていない」としています。障害別に見ると、

身体障害（54.0％）、精神障害（47.2％）、特定疾患（54.7％）に「受けていない」とする人

が多く、知的障害では 13.1％となっています。 

 

障害支援区分の認定、障害別 

 

16.9

34.5

7.1

1.2

7.8

12.7

22.9

6.2

0.6

29.7

7.9

14.9

3.3

0.9

14.1

8.9

19.8

2.2

0.6

1.6

2.1

3.6

1.3

0.6

1.6

2.0

4.1

0.7

0.3

0.0

10.7

7.9

23.9

0.0

0.0

9.1

1.7

26.6

0.0

0.0

7.7

0.5

22.8

1.2

0.0

9.5

0.9

21.3

10.4

0.0

14.9

0.2

1.1

61.4

0.0

7.7

1.5

2.9

26.4

0.0

0.2

0.0

0.7

0.0

0.0

1.3

0.9

2.0

0.6

4.7

1.8

0.0

0.0

0.0

40.6

0 50 100

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

身体障害（１級）

身体障害（２級）

身体障害（３級）

身体障害（４級）

身体障害（５級）

身体障害（６級）

知的障害（Ａ１）

知的障害（Ａ２）

知的障害（Ｂ１）

知的障害（Ｂ２）

精神障害（１級）

精神障害（２級）

精神障害（３級）

無回答

持っていない

2.0

3.3

0.9

0.9

4.7

3.7

1.5

6.7

3.9

1.6

5.3

3.1

8.2

5.6

3.1

3.2

1.5

7.3

1.2

4.4

2.1

10.9

0.6

7.0

6.7

13.7

39.5

54.0

13.1

47.2

54.7

6.5

4.5

14.4

0.6

28.3

23.4

24.8

40.1

35.9

0% 50% 100%

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

区分１ 区分２ 区分３

区分４ 区分５ 区分６

受けていない 18歳未満、障害支援区分の対象外 無回答
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（６）あなたの特定疾患系等をおたずねします。（○はいくつでも）【特定疾患の方】 

 

特定疾患の種類は、56.3％が神経系、31.3％が膠原病となっています。 

 

特定疾患の種類【特定疾患の方】(複数回答) 

 
 

 

（７）あなたは、現在、どのように暮らしていますか。（○は１つ） 

 

現在、どのように暮らしているかについて、全体の 77.3％は「家族と同居して暮らして

いる」、9.4％は「一人で暮らしている」としています。精神障害では他の障害と比べて「一

人で暮らしている」比率が 17.8％とやや高くなっています。また、知的障害では 14.9％が

「入所施設で暮らしている」としており、他の障害に比べて比率が高くなっています。 

「一緒に暮らしている人」は、全体の 60.9％が「父母・祖父母・兄弟」としており、身

体障害の 58.3％と特定疾患の 84.9％は配偶者（夫または妻）としています。また、知的障

害の 91.7％、精神障害の 70.8％が「父母・祖父母・兄弟」としています。 

年齢別に見ると、年齢が低いほど「家族と同居して暮らしている」比率が高く、年齢が

高いほど「一人で暮らしている」比率が高くなり、グループホーム、入所施設、病院など

で暮らしている比率も増えていくことがわかります。 

 

現在の暮らし、障害別 

 
 

  

56.3

31.3

1.6

1.6

1.6

1.6

1.6

9.4

0 20 40 60

神経系

膠原病

消化器系

血液系

循環器系

内分泌系

どれに○印をつければよいかわからない

無回答

回答者数=64
（複数回答）

％

77.3

79.9

74.9

75.1

82.8

9.4

10.3

2.2

17.8

7.8

2.9

1.2

6.0

2.1

0.0

7.0

5.2

14.9

0.6

3.1

1.5

1.9

0.2

2.4

1.6

1.1

1.0

1.3

0.6

3.1

0.8

0.5

0.4

1.5

1.6

0% 50% 100%

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

家族と同居して暮らしている 一人で暮らしている グループホームで暮らしている

入所施設で暮らしている 病院に入院している その他

無回答
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一緒に暮らしている人、障害別 

 
現在の暮らし、年齢別 

 
 

一緒に暮らしている人、年齢別  

 
 

  

60.9

39.6

91.7

70.8

3.8

34.1

58.3

2.7

20.9

84.9

21.3

37.0

2.1

14.2

39.6

4.1

3.0

6.5

3.6

0.4

0.6

0.8

0% 50% 100%

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

父母・祖父母・兄弟 配偶者（夫または妻） 子ども その他 無回答

77.3

100.0

96.0

87.4

74.2

69.4

9.4

2.8

10.6

14.6

7.0

2.4

2.8

9.3

9.4

1.5

0.8

1.2

2.0

1.6

1.1

0.8

0.6

1.0

1.4

0.8

0.7

0.9

0% 50% 100%

全体（1434人）

６歳未満（26人）

６～17歳（125人）

18～39歳（325人）

40～49歳（302人）

50歳以上（638人）

家族と同居して暮らしている 一人で暮らしている

グループホームで暮らしている 入所施設で暮らしている

病院に入院している その他

無回答

60.9

96.2

93.3

88.0

70.5

27.8

34.1

2.5

8.1

21.4

67.9

21.3

0.8

6.3

18.8

38.4

4.1

3.8

4.2

3.5

5.8

3.6

0.4

0.4

0.9

0.2

0% 50% 100%

全体（1109人）

６歳未満（26人）

６～17歳（120人）

18～39歳（284人）

40～49歳（224人）

50歳以上（443人）

父母・祖父母・兄弟 配偶者（夫または妻） 子ども その他 無回答
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（８) あなたは、今後、どのように暮らしたいですか。（○は１つ） 

 

今後の暮らしについて、全体では「家族と同居して暮らしたい」（53.0％）が半数以上で、

「一人で暮らしたい」が 11.9％になっています。 

知的障害ではグループホームや入所施設での暮らしを望む人も多く、「グループホームで

暮らしたい」は 18.6％、「入所施設で暮らしたい」は 19.3％で、合わせると 4 割近くを占め

ています。 

 

今後の暮らし、障害別 

 
 

今後の暮らし、年齢別 

 
 

 

  

53.0

64.1

40.1

47.8

70.3

8.3

5.8

7.3

15.4

11.9

12.2

5.5

20.5

9.4

7.8

2.4

18.6

3.0

6.3

9.8

7.4

19.3

3.0

3.2

2.6

3.1

4.5

3.1

6.0

5.5

6.0

5.9

10.9

0% 50% 100%

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

家族と同居して暮らしたい 結婚して新たな家族と暮らしたい 一人で暮らしたい

グループホームで暮らしたい 入所施設で暮らしたい その他

無回答

53.0

57.7

44.8

47.1

48.0

59.6

8.3

23.1

21.6

11.7

9.9

2.7

11.9

10.4

9.2

13.6

13.5

7.8

3.8

10.4

15.4

7.0

4.2

9.8

8.0

10.2

10.6

10.0

3.2

3.8

2.4

2.2

3.3

3.8

6.0

11.5

2.4

4.3

7.6

6.3

0% 50% 100%

全体（1109人）

６歳未満（26人）

６～17歳（120人）

18～39歳（284人）

40～49歳（224人）

50歳以上（443人）

家族と同居して暮らしたい 結婚して新たな家族と暮らしたい 一人で暮らしたい

グループホームで暮らしたい 入所施設で暮らしたい その他

無回答
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（９）あなたは、地域で暮らす条件として、どのようなことを希望しますか。（○はいくつ

でも） 

 

地域で暮らす条件として、「生活費の確保」が身体障害で 48.3％、知的障害で 53.0％、

精神障害で 71.2％と、いずれの障害においても最も上位にあげられています。 

 

地域で暮らす条件(複数回答) 

 
 

 

（１０）あなたは、日常生活の中で介助を必要としていますか。（○は１つ） 

 

日常生活の中で介助を必要としている比率は、全体では「一部介助が必要である」45.5％、

「全介助が必要である」10.5％となっており、合わせると 56％が何らかの介助を必要とし

ています。 

知的障害、特定疾患では何らかの介助を必要とする比率が高くなっています。特に知的

障害では7割以上が介助を必要としており、「全介助が必要である」とする比率が17.3％で、

他の障害に比べて高くなっています。 

 

日常生活での介助の必要 

 

29.0

24.6

43.7

16.9

55.5

48.3

53.0

71.2

25.0

26.8

23.3

24.0

34.2

32.8

36.4

33.8

25.9

14.4

41.5

24.9

13.9

17.5

10.9

11.6

23.4

24.4

27.1

16.6

12.9

9.1

19.1

11.3

32.4

21.5

39.9

41.2

19.4

9.3

33.9

17.5

24.8

16.2

37.0

23.4

9.3

5.0

14.4

10.1

4.7

3.8

4.4

6.5

11.5

14.6

11.1

6.8

0 50 100

全体（1370人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

介助者の確保

生活費の確保

住宅の整備

外出しやすい生活環境

近くに通える施設や作業

所があること

在宅で医療を受けられ

ること

必要な在宅サービスが

適切に利用できること

生活訓練等の充実

相談相手や相談機関の

充実

生活費の管理

地域住民の理解

自信をもつための外泊

体験ができること

その他

無回答

45.5

39.0

55.4

40.1

62.5

10.5

10.3

17.3

3.0

3.1

40.5

48.5

22.8

52.2

31.3

3.6

2.2

4.4

4.7

3.1

0% 50% 100%

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

一部介助が必要である 全介助が必要である 介助は必要としていない 無回答
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２．福祉サービスについて 
 

（１）サービス内容の説明をお読みいただき、質問についてお答えください。 

   現在、福祉サービス等を利用していない方も、ひとつずつお答えをお願いします。 

①利用状況 

 

福祉サービスの利用状況は下図の通りです。 

対象者の５％以上の人が利用している福祉サービスは、ホームヘルプサービス（6.0％）、

ガイドヘルプサービス（13.5％）、入所施設（9.5％）、通所施設・デイサービス（16.7％）、

障害者相談サポートセンター（9.8％）、地域作業所（8.2％）、日常生活用具の給付（10.8％）、

補装具の交付・修理（17.0％）、デイケア【精神障害】（11.0％）、ホームヘルプサービス【特

定疾患】（7.8％）、訪問相談・指導【特定疾患】（9.4％）、日常生活用具の給付【特定疾患】

（18.8％）、交流会・講演会【特定疾患】（26.6％）となっています。 

 

福祉サービスの利用状況 

  

6.0

13.5

4.8

9.5

16.7

3.3

9.8

8.2

2.4

1.7

0.7

10.8

17.0

4.1

3.9

11.0

7.8

0.0
9.4

18.8

1.6

26.6

1.6

1.9

3.2

4.2

2.1
4.0

0.9
5.3

3.6

0.5

0.9

0.5

5.5

6.9

6.4

0.6

16.6

1.6
9.4

4.7

4.7

18.8

14.1

3.1

34.2

25.4

33.2

36.6

27.0

37.1

26.3

31.5

45.2

31.1

27.8

25.3

25.8

32.3

32.9

27.6

32.8

31.3

21.9

18.8

20.3

7.8

18.8

8.2

6.6

7.4

7.4

6.1

10.2

3.3

7.3

9.8

10.7

9.1

5.2

5.0

7.2

5.5

7.1

6.3

4.7

1.6

1.6

1.6

1.6

3.1

19.2

22.8

20.8

16.9

17.9

19.1

26.4

20.1

13.6

26.8

32.8

26.5

20.1

22.7

29.0

9.8

7.8

7.8

17.2

10.9

12.5

4.7

21.9

30.5

28.5

29.6

27.5

28.3

29.4

29.0

29.1

28.5

28.9

29.0

26.8

25.3

27.3

28.1

27.9

43.8

46.9

45.3

45.3

45.3

45.3

51.6

0% 50% 100%

ホームヘルプサービス(1370人）

ガイドヘルプサービス(1370人）

短期入所(1370人）

入所施設(1033人）

通所施設・デイサービス(1370人）

グループホーム(1370人）

障害者相談サポートセンター(1370人）

地域作業所(1370人）

訪問入浴サービス(582人）

手話通訳者の派遣(582人）

要約筆記者の派遣(582人）

日常生活用具の給付(582人）

補装具の交付・修理(582人）

住宅改修費の助成(582人）

成年後見制度(1370人）

デイケア【精神障害】(337人)

ホームヘルプサービス【特定疾患】(64人）

短期入所【特定疾患】(64人）

訪問相談・指導【特定疾患】(64人）

日常生活用具の給付【特定疾患】(64人）

相談会【特定疾患】(64人）

交流会・講演会【特定疾患】(64人）

障害者相談サポートセンター【特定疾患】(64人）

利用している 利用したことがある 知っているが利用しない 利用できない 知らない 無回答
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② 満足度  

 

福祉サービスを「利用している」と「利用したことがある」とする利用経験のある方の

満足度は下図の通りです。 

23 のサービスのうち 19 のサービスにおいて、「満足している」が、「少し不満である」と

「不満である」を合わせた割合より高く、満足度の高いサービスが多いことがわかります。 

中でも入所施設、通所施設・デイサービス、障害者相談サポートセンター、地域作業所、

訪問入浴サービス、成年後見制度では「満足している」が、「少し不満である」と「不満で

ある」を合わせた割合より 20 ポイント以上高くなっています。 

短期入所、日常生活用具の給付、デイケアでは、「満足している」より「少し不満である」

と「不満である」を合わせた割合の方が高く、満足度が低くなっています。 

なお、特定疾患においては母数が少ない中でも、短期入所【特定疾患】以外では満足度

の高い傾向があります。 

 

福祉サービスの満足度 

 

42.6

45.0

27.6

52.5

50.4

36.8

46.4

43.6

58.8

53.3

42.9

32.6

33.1

37.7

45.9

13.6

50.0

16.7

44.4

53.3

30.8

42.3

33.3

33.3

29.3

27.6

17.5

16.2

12.3

14.5

15.3

17.6

20.0

14.3

22.1

25.2

14.8

8.2

10.1

16.7

50.0

11.1

13.3

7.7

19.2

0.0

6.5

6.6

19.5

9.2

6.7

5.3

5.3

6.1

5.9

13.3

14.3

15.8

7.2

9.8

1.6

5.3

16.7

17.6

19.2

25.2

20.8

26.8

45.6

33.8

35.0

17.6

13.3

28.6

29.5

34.5

37.7

44.3

70.9

16.7

33.3

44.4

33.3

61.5

38.5

66.7

0% 50% 100%

ホームヘルプサービス（108人）

ガイドヘルプサービス（229人）

短期入所（123人）

入所施設（120人）

通所施設・デイサービス（284人）

グループホーム（57人）

障害者相談サポートセンター（207人）

地域作業所（163人）

訪問入浴サービス（17人）

手話通訳者の派遣（15人）

要約筆記者の派遣（7人）

日常生活用具の給付（95人）

補装具の交付・修理（139人）

住宅改修費の助成（61人）

成年後見制度（61人）

デイケア【精神障害】(337人)

ホームヘルプサービス【特定疾患】（6人）

短期入所【特定疾患】（6人）

訪問相談・指導【特定疾患】（9人）

日常生活用具の給付【特定疾患】（15人）

相談会【特定疾患】（13人）

交流会・講演会【特定疾患】（26人）

障害者相談サポートセンター【特定疾患】（3人）

満足している 少し不満である 不満である 無回答
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③不満である理由(｢不満である｣または「少し不満である」方) 

 

福祉サービスの利用における主な不満の内容を見ると、短期入所では「緊急時に使いに

くい」、グループホームでは「利用料の負担が大きい」、障害者相談サポートセンターでは

「何を相談してよいかわからない」、訪問入浴サービスでは「利用回数」、手話通訳者の派

遣では「趣味や余暇に使えない」、要約筆記者の派遣では「緊急時に利用できない」、日常

生活用具の給付と補装具の交付・修理では「利用料の負担が大きい」や「自由に買い替え

られない」、住宅改修費の助成では「利用料の負担が大きい」、成年後見制度では「費用が

高い」、デイケア【精神障害】では「自分に合うプログラムがない」ことがあげられていま

す。 

 

不満である理由(｢不満である｣または「少し不満である」方) 

身体・知的・精神 

① ホームヘルプサービス ②ガイドヘルプサービス 

  
 

② 短期入所 ④入所施設 

 
 

⑤通所施設・デイサービス ⑥グループホーム 

 
  

23.6

30.3

28.1

29.2

13.5

0 20 40 60

早朝や夜間の派遣が少ない

支援の内容

利用料の負担が大きい

その他

無回答

％

回答者数

89人

20.0

21.6

24.8

44.0

9.6

0 20 40 60

早朝や夜間の派遣が少ない

支援の内容

利用料の負担が大きい

その他

無回答

％

回答者数

125人

34.7

39.8

28.8

11.9

27.1

11.9

0 20 40 60

近くに施設がない

緊急時に使いにくい

土日や夏休みなどに予約が重なって

使えないことがある

利用料の負担が大きい

その他

無回答

％

回答者数

118人

21.1

26.8

9.9

52.1

11.3

0 20 40 60

近くに施設がない

希望する施設に空きがない

利用料の負担が大きい

その他

無回答

％

回答者数

71人

20.2

22.1

23.1

16.3

43.3

12.5

0 20 40 60

利用日数

近くに施設がない

希望する施設に空きがない

利用料の負担が大きい

その他

無回答

％

回答者数

104人

31.2

26.0

33.8

33.8

10.4

0 20 40 60

近くにホームがない

希望するホームに空きがない

利用料の負担が大きい

その他

無回答

％

回答者数

77人
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⑦障害者相談サポートセンター ⑧地域作業所 

 
 

⑨訪問入浴サービス    ⑩手話通訳者の派遣 

 
 

⑪要約筆記者の派遣 ⑫日常生活用具の給付 

 
 

⑬補装具の交付・修理 ⑭住宅改修費の助成 

 
  

7.4

18.1

34.0

31.9

18.1

0 20 40 60

受付時間

近くにセンターがない

何を相談していいかわからない

その他

無回答

％

回答者数

94人

4.7

21.2

10.6

25.9

42.4

17.6

0 20 40 60

利用日数

近くに作業所がない

希望する作業所に空きがない

作業の内容が自分に合わない

その他

無回答

％

回答者数

85人

46.7

13.3

26.7

40.0

0.0

0 20 40 60

利用回数

サービス提供の時間帯

対象となる人の範囲

その他

無回答

％

回答者数

15人

23.1

38.5

15.4

23.1

30.8

0.0

0 20 40 60

対象となる人の範囲

趣味や余暇に使えない

早朝や夜間の派遣が少ない

緊急時に利用できない

その他

無回答

％

回答者数

13人

28.6

28.6

28.6

42.9

57.1

0.0

0 20 40 60

対象となる人の範囲

趣味や余暇に使えない

早朝や夜間の派遣)が少ない

緊急時に利用できない

その他

無回答

％

回答者数

7人

30.6

34.7

6.1

36.7

30.6

6.1

0 20 40 60

対象となる用具が少ない

自由に買い替えられない

自分に合う用具がわからない

利用料の負担が大きい

その他

無回答

％

回答者数

49人

35.7

48.2

12.5

39.3

30.4

3.6

0 20 40 60

対象となる補装具が少ない

自由に買い替えられない

自分に合う補装具)がわからない

利用料の負担が大きい

その他

無回答

％

回答者数

56人

40.5

27.0

48.6

27.0

5.4

0 20 40 60

対象となる工事の範囲

助成を受けられる回数

利用料の負担が大きい

その他

無回答

％

回答者数

37人
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⑮成年後見制度 ⑯デイケア【精神障害】 

  
 

難病 

① ホームヘルプサービス ②短期入所 

 
 

② 訪問相談・指導 ④日常生活用具の給付 

 
 

⑤相談会 ⑥交流会・講演会 

 
 

  

23.3

34.2

39.7

39.7

11.0

0 20 40 60

対象となる人の範囲

支援の内容

費用が高い

その他

無回答

％

回答者数

73人

19.2

42.3

25.0

25.0

13.5

0 20 40 60

近くに施設がない

自分に合うプログラムが無い

利用料の負担が大きい

その他

無回答

％

回答者数

52人

0.0

40.0

40.0

20.0

20.0

0 20 40 60

早朝や夜間の派遣が少ない

支援の内容

利用料の負担が大きい

その他

無回答

％

回答者数

5人

0.0

0.0

50.0

50.0

0.0

0 20 40 60

訪問日数

訪問の時間帯

適切な助言が得られない

その他

無回答

％

回答者数

2人

0.0

33.3

33.3

100.0

33.3

0.0

0 20 40 60 80 100

対象となる用具が少ない

自由に買い替えられない

自分に合う用具がわからない

利用料の負担が大きい

その他

無回答

％

回答者数

3人

20.0

60.0

60.0

20.0

0.0

0 20 40 60

開催回数

開催場所が限定されている

適切な助言が得られない

その他

無回答

％

回答者数

5人

12.5

50.0

37.5

37.5

0.0

0 20 40 60

開催回数

近くでの開催がない

交流会・講演会の内容

その他

無回答

％

回答者数

8人
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⑦障害者相談サポートセンター 

 
 

 

（２）福祉サービスを現在、全く利用していない方におたずねします。 

サービスを利用していないのは、どのような理由からですか。（○はいくつでも） 

 

福祉サービスを利用していない理由で最も多いのは、「サービス等を利用する必要がない

から」（32.9％）です。特に身体障害では「サービス等を利用する必要がないから」とする

人が 45.1％を占めています。また、知的障害では「家族の介護を受けているから」（23.0％）

が最も多く、精神障害では「利用できるサービス等がわからないから」（22.9％）が「サー

ビス等を利用する必要がないから」（22.5％）と同等に多くなっています。 

 

サービスを利用していない理由、障害別(複数回答) 

 

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

受付時間

近くにセンターがない

何を相談していいかわからない

その他

無回答

％

回答者数

1人

2.1

16.0

6.6

32.9

4.0

8.0

0.9

18.1

1.5

5.0

9.5

8.8

20.5

2.4

13.6

5.0

45.1

1.3

3.7

0.3

15.0

0.5

2.4

8.7

8.1

17.8

0.6

23.0

3.7

21.1

6.2

8.7

1.2

20.5

0.6

1.2

9.3

9.3

26.1

3.0

15.7

11.9

22.5

6.8

14.8

1.7

22.9

3.8

12.3

11.9

9.7

16.5

0.0

9.1

0.0

18.2

4.5

4.5

0.0

4.5

0.0

0.0

0.0

4.5

68.2

0 50 100

病院に入院しているから

家族の介護を受けているから

他人の世話になりたくないから

サービス等を利用する必要がないから

近くに利用できるサービス等や施設がないから

利用したいサービス等や施設がないから

利用したい施設に空きがないから

利用できるサービス等がわからないから

交通手段がないので利用できないから

利用料が払えないから

その他

特に理由はない

無回答

全体（800人）

身体障害（381人）

知的障害（161人）

精神障害（236人）

特定疾患（22人）



 

資料-24 

（３）あなたは、今後、どのような福祉サービス等を利用したいですか。（○はいくつでも） 

 

今後利用したい福祉サービス等は、身体障害では「補装具の交付・修理」（25.4％）と「住

宅改修費の助成」（25.6％）、知的障害では「ガイドヘルプサービス」（29.7％）、精神障害で

は「相談・情報提供などのサービス」（37.1％）、特定疾患では「日常生活用具の給付」（32.8％）

の割合が最も高くなっています。 

「相談・情報提供などのサービス」は、身体障害（22.0％）、知的障害（29.5％）、特定

疾患（28.1％）でも多くあげられています。 

また、知的障害では「通所施設･デイサービス」（28.4％）、「入所施設」（27.1％）、「グル

ープホーム」（26.2％）、「短期入所」（25.3％）、「成年後見制度」（22.8％）の割合も高く、

多くのサービスへの利用意向が見られます。 

 

今後利用したいサービス、障害別(複数回答) 

 

16.8

17.7

10.7

12.0

12.2

5.8

22.0

7.9

7.0

3.3

2.7

19.9

25.4

25.6

5.3

2.9

19.4

11.3

13.3

29.7

25.3

27.1

28.4

26.2

29.5

19.5

22.8

4.2

9.3

13.5

16.6

10.1

18.4

6.5

8.9

8.9

37.1

20.2

8.9

12.2

3.6

23.4

9.8

21.9

23.4

28.1

32.8

17.2

21.9

31.3

3.1

6.3

15.6

0 10 20 30 40 50

ホームヘルプサービス（居宅介護など）

ガイドヘルプサービス（移動支援など）

デイケア

短期入所（ショートステイ）

入所施設（障害者支援施設など）

通所施設・デイサービス

グループホーム

相談・情報提供などのサービス

地域作業所（地域活動支援センターを含む）

訪問入浴サービス

手話通訳者の派遣

要約筆記者の派遣

日常生活用具の給付

補装具の交付・修理

住宅改修費の助成（児童向けサービスを含む）

成年後見制度

訪問看護サービス

相談会

交流会・講演会

その他

特に利用したい福祉サービスはない

無回答

身体障害(582人）

知的障害(451人）

精神障害(337人）

特定疾患(64人）

％



 

資料-25 

３ 日中活動について 
 

（１）あなたは、１週間にどの程度外出しますか。（○は１つ） 

 

「毎日外出する」が 39.1％、「１週間に数回外出する」が 35.3％となっています。 

知的障害では「毎日外出する」（48.6％）とする人が多く、精神障害（49.3％）と特定疾

患（53.1％）では「１週間に数回外出する」とする人が多くなっています。 

 

外出の頻度、障害別 

 
 

 

 

（２）あなたが外出する際の主な同伴者は誰ですか。（○は１つ） 

 

最も多いのは、「一人で外出する」（51.3％）となっています。障害別に見ると、精神障

害の 65.8％、身体障害の 58.9％、特定疾患の 49.1％が「一人で外出する」としていますが、

知的障害では 31.1％と少なくなっています。知的障害の 51.1％が「父母･祖父母･兄弟」と

しており、半数が家族と一緒に外出していることがわかります。 

 

外出時の同伴者、障害別 

 
 

  

39.1

41.1

48.6

28.2

10.9

35.3

34.2

23.7

49.3

53.1

14.5

11.3

17.5

14.5

21.9

4.7

6.2

3.3

3.6

7.8

6.4

7.2

6.9

4.5

6.3

0% 50% 100%

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

毎日外出する １週間に数回外出する １週間に１回程度外出する まったく外出しない 無回答

27.1

14.1

51.1

21.6

11.2

19.0

0.5

8.7

32.7

3.2

5.0

0.7

2.9

7.3

11.8

8.5

24.9

1.0

5.5

1.3

1.0

1.2

1.3

3.6

51.3

58.9

31.1

65.8

49.1

1.3

0.6

1.5

1.9

3.6

0% 50% 100%

全体（1274人）

身体障害（504人）

知的障害（405人）

精神障害（310人）

特定疾患（55人）

父母・祖父母・兄弟 配偶者（夫または妻） 子ども
ホームヘルパーや施設の職員 その他の人（ボランティア等） 一人で外出する
無回答



 

資料-26 

 

（３）あなたは、どのような目的で外出することが多いですか。（○はいくつでも） 

 

「買い物に行く」が 71.3％で最も多く、次いで「医療機関への受診」が 55.1％です。ま

た、知的障害では「通勤･通学･通所」が最も多く、71.4％となっています。 

 
外出の目的、障害別(複数回答) 

 
  

49.2

11.2

55.1

71.3

21.8

19.5

8.4

29.0

6.0

0.9

46.8

14.1

56.5

70.0

25.4

18.3

4.6

25.6

5.6

0.8

71.4

6.4

42.5

69.4

13.1

20.5

14.6

31.6

5.9

0.7

31.6

8.4

65.2

77.1

25.8

19.4

3.5

31.0

7.1

1.3

7.3

36.4

78.2

63.6

30.9

25.5

25.5

29.1

3.6

1.8

0 20 40 60 80

通勤・通学・通所

訓練やリハビリに行く

医療機関への受診

買い物に行く

友人・知人に会う

趣味やスポーツをする

グループ活動に参加する

散歩に行く

その他

無回答

全体（1274人）

身体障害（504人）

知的障害（405人）

精神障害（310人）

特定疾患（55人）

％



 

資料-27 

 

（４）あなたが外出する時に困ることは何ですか。（○はいくつでも） 

 

困りごとは多方面に渡り、「困った時にどうすればいいのか心配」（25.4％）、「外出にお

金がかかる」（23.8％）、「道路や駅に階段や段差が多い」（22.4％）の順に多くなっていま

す。 

身体障害では「道路や駅に階段や段差が多い」（35.1％）、知的障害では「困った時にど

うすればいいのか心配」（40.7％）、精神障害では「外出にお金がかかる」（47.1％）、特定

疾患では「列車やバスの乗り降りが困難」（50.9％）がそれぞれ最も多くあげられています。 

 
外出時の困りごと、障害別(複数回答) 

 

6.4

16.4

22.4

10.2

14.1

8.5

23.8

14.4

17.2

25.4

11.8

17.7

4.4

18.7

35.1

4.6

20.4

4.6

17.3

6.9

14.1

13.7

12.1

20.4

7.9

13.8

12.6

23.0

13.3

17.8

16.0

13.1

12.6

40.7

11.6

15.3

9.0

10.0

11.6

4.2

6.1

2.6

47.1

28.7

27.1

26.8

11.9

16.1

0.0

50.9

40.0

1.8

7.3

9.1

9.1

10.9

23.6

12.7

9.1

20.0

0 20 40 60 80

公共交通機関が少ない（ない）

列車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

切符の買い方や乗換えがわかりにくい

外出先の建物の設備が不便（トイレなど）

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

困った時にどうすればいいのか心配

その他

無回答

全体（1274人）

身体障害（504人）

知的障害（405人）

精神障害（310人）

特定疾患（55人）

％



 

資料-28 

 

（５）あなたは、平日の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つ） 
 

「自宅で過ごしている」（23.9％）と「会社勤めや、自営業、家業など、収入を得るため

の仕事をしている」（23.0％）が最も多くあげられています。 

知的障害では「福祉施設、作業所等に通っている」（30.8％）が最も多く、身体障害（31.8％）、

精神障害（49.6％）、特定疾患（43.8％）では「自宅で過ごしている」が最も多くなってい

ます。 

 

日中の過ごし方、障害別 

 
 

23.0

0.6

8.8

17.0

1.8

1.9

23.9

9.8

0.0

6.4

4.6

2.2

2.2

3.9

31.3

1.2

12.4

7.7

2.1

2.9

31.8

5.5

0.0

2.1

2.4

1.0

2.2

4.3

14.6

0.0

1.1

30.8

1.1

0.4

10.9

16.0

0.0

12.9

8.0

4.0

2.0

2.9

11.6

2.1

9.5

12.2

7.1

3.3

49.6

1.5

0.9

0.0

0.0

0.0

5.9

6.5

6.3

0.0

29.7

4.7

4.7

3.1

43.8

6.3

0.0

0.0

0.0

0.0

3.1

7.8

0 20 40 60 80

会社勤めや、自営業、家業など、収入を得るため

の仕事をしている

ボランティアなど、収入を得ない仕事をしている

専業主婦（主夫）をしている

福祉施設、作業所等に通っている（自立訓練や

就労移行支援、就労継続支援も含む）

病院などのデイケアに通っている

病院でリハビリを受けている

自宅で過ごしている

入所している施設や病院等で過ごしている

大学、専門学校、職業訓練校などに通っている

特別支援学校（小中高等部）に通っている

一般の高校、小中学校に通っている

幼稚園、保育所、障害児通園施設などに通って

いる

その他

無回答

全体（1097人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

％



 

資料-29 

４. 仕事について 
 

（１）あなたは、現在、仕事をしていますか。（○は１つ） 

 

身体障害では 33.2％、知的障害では 16.9％、精神障害では 15.1％、特定疾患では 6.3％

の人が現在仕事をしています。 

仕事をしている人を年齢別に見ると、18～39 歳では 25.8％、40～49 歳では 24.8％、50

歳以上では 25.4％となっており、18 歳以降、年齢層による差は見られませんでした。 

 

 

現在仕事をしているか、障害別 

 
 

現在仕事をしているか、年齢別 

 
  

22.6

33.2

16.9

15.1

6.3

66.7

58.6

69.6

74.8

78.1

10.7

8.2

13.5

10.1

15.6

0% 50% 100%

全体（1434人)

身体障害（582人)

知的障害（451人)

精神障害（337人)

特定疾患（64人)

現在、仕事をしている 現在、仕事をしていない 無回答

22.6

0.8

25.8

24.8

25.4

11.1

66.7

92.8

63.7

60.9

65.5

50.0

10.7

6.4

10.5

14.2

9.1

38.9

0% 50% 100%

全体（1434人)

６～17歳（125人)

18～39歳（325人)

40～49歳（302人)

50歳以上（638人)

無回答（18人)

現在、仕事をしている 現在、仕事をしていない 無回答



 

資料-30 

 

（２）「現在、仕事をしていない」に○印をつけた方におたずねします。 

仕事をしていない事情は何ですか。（○はいくつでも） 

  

仕事をしていない理由で最も多いのは全体（37.1％）、身体障害（42.5％）、精神障害

（54.0％）、特定疾患（72.0％）では「病気のため」です。知的障害では「通うのが困難な

ため」（15.3％）が最も多くなっています。また、精神障害では「仕事をすることが不安な

ため」（48.8％）、「職場で嫌な思いをしたことがあるため」（29.4％）という理由も多くあげ

られています。 

 

 

仕事をしていない事情、障害別(仕事をしていない人) (複数回答) 

 

11.8

14.2

19.0

7.5

4.6

11.1

15.4

23.4

11.1

10.0

14.0

13.6

37.1

20.4

3.0

7.6

10.9

22.6

4.4

3.5

7.3

14.4

19.1

4.7

8.8

9.1

12.0

42.5

20.2

3.5

11.5

10.5

15.3

1.6

4.8

12.7

8.9

10.2

5.1

4.1

30.6

11.5

12.1

26.8

3.8

20.2

24.6

20.2

20.6

6.7

16.3

27.0

48.8

29.4

19.4

2.8

7.9

54.0

13.5

1.6

0.0

8.0

12.0

0.0

0.0

0.0

4.0

8.0

0.0

8.0

0.0

66.0

72.0

16.0

2.0

0 20 40 60 80

障害者に対する職場環境などの配慮が足りない

ため

希望しても雇ってくれないため

通うのが困難なため

医者に働くことを制限されているため

相談機関などの援助がないため

仕事に就くための訓練ができないため

自分の希望する条件の仕事がないため

仕事をすることが不安なため

職場で嫌な思いをしたことがあるため

仕事をしたいと思わないため

学校などに通っているため

高齢のため

病気のため

その他

無回答

全体（957人)

身体障害（341人)

知的障害（314人)

精神障害（252人)

特定疾患（50人)

％



 

資料-31 

（３）あなたは、今後、仕事をしたいですか。(現在仕事をしていない方)（○は１つ） 

（児童の方は、学校卒業後の生活を想定して、お答えください。） 

 

現在仕事をしていない方のうち 39.9％が「今後、仕事をしたい」としています。特に精

神障害では多く、52.0％が「今後、仕事をしたい」としています。 

年齢別に見ると、「今後、仕事をしたい」とする人は 18～39 歳で 45.4％、40～49 歳で

42.4％、50 歳以上で 21.3％となっており、年齢が上がるにつれて少なくなっています。 

 

今後仕事をしたいか、障害別(現在仕事をしていない方) 

 
今後仕事をしたいか、年齢別(現在仕事をしていない方) 

 
 

（４）「現在、仕事をしている」に○印をつけた方におたずねします。あなたは、どのよう

な仕事をしていますか。（○は１つ） 

 

現在の仕事の内容を見ると、「会社や団体などの正規職員として働いている」（46.9％）

と「パート･アルバイトをしている」（32.1％）が最も多くなっています。 

障害別に見ると、「会社や団体などの正規職員として働いている」が多いのは身体障害

（54.4％）と知的障害（44.7％）で、精神障害では「パート･アルバイトをしている」（56.9％）

が最も多くなっています。 

 

現在の仕事の内容、障害別(現在仕事をしている方) 

 

39.9

34.9

40.4

52.0

10.0

52.2

56.3

51.9

41.7

80.0

7.8

8.8

7.6

6.3

10.0

0% 50% 100%

全体(957人)

身体障害(341人)

知的障害(314人)

精神障害(252人)

特定疾患(50人)

今後、仕事をしたい 今後、仕事をしたくない（できない） 無回答

39.9

78.3

85.3

45.4

42.4

21.3

44.4

52.2

17.4

12.1

47.8

48.9

69.1

44.4

7.8

4.3

2.6

6.8

8.7

9.6

11.1

0% 50% 100%

全体(957人)

６歳未満(23人)

６～17歳(116人)

18～39歳(207人)

40～49歳(184人)

50歳以上(418人)

無回答(9人)

今後、仕事をしたい 今後、仕事をしたくない（できない） 無回答

6.2

8.3

0.0

7.8

0.0

1.5

2.1

0.0

2.0

0.0

46.9

54.4

44.7

23.5

25.0

32.1

23.8

38.2

56.9

0.0

2.2

2.6

0.0

2.0

25.0

7.7

6.7

10.5

5.9

25.0

3.4

2.1

6.6

2.0

25.0

0% 50% 100%

全体(324人)

身体障害(193人)

知的障害(76人)

精神障害(51人)

特定疾患(4人)

自営業をしている 家業の手伝いをしている 会社や団体などの正規職員として働いている

パート・アルバイトをしている 自宅で仕事をしている その他

無回答



 

資料-32 

 

（５）あなたの今の仕事は、どのような方法で見つけましたか。（○は１つ）（仕事をして

いる方） 

 

仕事を見つけた方法は、「自分で探した」（29.3％）、「学校･市役所の紹介」（13.6％）、「公

共職業安定所」（13.3％）の順に多くなっています。 

身体障害（40.9％）と精神障害（21.6％）では「自分で探した」が多く、知的障害では「学

校･市役所の紹介」（31.6％）が多くなっています。 

仕事を見つけた方法、障害別（仕事をしている方） 

 
 

（６）あなたは、一週間にどれくらい働いていますか。（○は１つ） 

 

週の日数は、65.1％が「週に５日以上」、22.8％が「週に３～４日」となっています。 

精神障害では「週に５日以上」が 45.1％、「週に３～４日」が 33.3％で日数が少ない傾

向が見られます。 

週の日数、障害別（仕事をしている方） 

 
 

（７）あなたは、１日にどれくらい働いていますか。（○は１つ）（仕事をしている方） 

 

1 日の労働時間は、「７～８時間」が 43.2％、「５～６時間」が 22.5％となっています。 

知的障害と精神障害では時間が少ない傾向があり、精神障害では「５～６時間」が 25.5％、

「３～４時間」が 19.6％です。 

1 日の労働時間、障害別（仕事をしている方） 

 

13.3

14.5

7.9

17.6

0.0

1.9

0.0

6.6

2.0

0.0

7.1

0.5

21.1

11.8

0.0

13.6

9.8

31.6

2.0

0.0

10.5

10.9

3.9

17.6

25.0

29.3

40.9

5.3

21.6

25.0

16.0

16.1

11.8

19.6

50.0

8.3

7.3

11.8

7.8

0.0

0% 50% 100%

全体(324人)

身体障害(193人)

知的障害(76人)

精神障害(51人)

特定疾患(4人)

公共職業安定所（ハローワーク） 神奈川県就労相談センター よこすか就労援助センター 学校・市役所の紹介

知人・縁故関係 自分で探した その他 無回答

4.6

4.1

0.0

13.7

0.0

22.8

22.8

17.1

33.3

0.0

65.1

66.8

73.7

45.1

75.0

3.1

3.1

3.9

2.0

0.0

4.3

3.1

5.3

5.9

25.0

0% 50% 100%

全体(324人)

身体障害(193人)

知的障害(76人)

精神障害(51人)

特定疾患(4人)

週に１～２日 週に３～４日 週に５日以上 その他 無回答

2.5

0.5

1.3

9.8

25.0

9.3

6.7

9.2

19.6

0.0

22.5

16.1

38.2

25.5

0.0

43.2

46.6

39.5

37.3

25.0

18.8

26.9

6.6

3.9

50.0

1.9

1.6

2.6

2.0

0.0

1.9

1.6

2.6

2.0

0.0

0% 50% 100%

全体(324人)

身体障害(193人)

知的障害(76人)

精神障害(51人)

特定疾患(4人)

１～２時間 ３～４時間 ５～６時間 ７～８時間 ８時間以上 その他 無回答



 

資料-33 

 

（８）「現在、仕事をしている」または、「今後、仕事をしたい」に、○印をつけた方におた

ずねします。あなたは、今後、どのような働き方をしたいですか。（○は１つ） 

 

今後希望する働き方は、「会社や団体などで正規職員として働きたい」（37.0％）が最も多

く、次いで「パート・アルバイトで自分の生活時間にあわせた働き方をしたい」（27.8％）、

「自宅で仕事がしたい」（10.0％）の順となっています。 

精神障害では「パート・アルバイトで自分の生活時間にあわせた働き方をしたい」（36.8％）

が最も多くなっています。 

 

今後希望する働き方、障害別（仕事をしている方、今後仕事をしたい方） 

 
  

4.1

5.4

1.5

4.9

0.0

0.8

0.0

0.5

2.2

11.1

37.0

36.3

42.9

33.0

11.1

27.8

27.8

19.7

36.8

33.3

10.0

14.5

1.5

11.0

22.2

4.2

3.5

6.4

3.3

0.0

9.0

6.0

17.7

4.9

0.0

7.0

6.6

9.9

3.8

22.2

0% 50% 100%

全体(711人)

身体障害(317人)

知的障害(203人)

精神障害(182人)

特定疾患(9人)

自営業をしたい 家業の手伝いをしたい
会社や団体などで正規職員として働きたい パート・アルバイトで自分の生活時間にあわせた働き方をしたい
自宅で仕事がしたい その他
わからない 無回答



 

資料-34 

（９）あなたは、仕事を選ぶ条件として、どのようなことを希望しますか。（○はいくつで

も）（仕事をしている方、今後仕事をしたい方） 

 

仕事をしている人や今後仕事をしたい人が仕事を選ぶ条件となるのは、多い順に「障害

に理解のある人がいること」（58.8％）、「通勤しやすいこと」（58.6％）、「仕事にやりがいが

あること」（46.7％）となっています。 

身体障害では「通勤しやすいこと」（56.2％）、知的障害（74.9％）と精神障害（63.2％）

では「障害に理解のある人がいること」が最も多くあげられています。 

 

仕事を選ぶ上で希望する条件、障害別（仕事をしている方、今後仕事をしたい方） 

(複数回答) 

 

44.2

25.7

37.4

16.0

30.0

58.6

58.8

46.7

14.3

3.8

1.7

4.5

46.7

26.5

40.1

16.1

14.2

56.2

47.3

43.8

18.6

4.1

2.2

5.0

37.9

12.8

23.2

19.7

57.1

64.5

74.9

49.8

3.4

3.4

2.0

4.9

46.7

38.5

47.8

12.6

28.0

57.1

63.2

49.5

18.7

3.8

0.5

2.7

44.4

33.3

55.6

0.0

11.1

44.4

11.1

22.2

22.2

0.0

0.0

11.1

0 20 40 60 80

給料に満足できること

勤務時間が短いこと

通院などの配慮がしてもらえること

障害者用の設備が整っていること

仕事をする上での援助をしてくれる人（ジョブコー

チなど）がいること

通勤しやすいこと

障害に理解のある人がいること

仕事にやりがいがあること

自宅で仕事ができること

その他

特に希望する条件はない

無回答

全体(711人)

身体障害(317人)

知的障害(203人)

精神障害(182人)

特定疾患(9人)

％



 

資料-35 

（１０）あなたは、どれくらい働くことを希望していますか。（○は１つ）（仕事をしてい

る方、今後仕事をしたい方） 

週の日数 

 

希望する週当たりの日数は、「週に５日以上」（43.3％）、「週に３～４日」（41.5％）が多

くなっています。 

知的障害では「週に５日以上」が 56.7％、精神障害では「週に３～４日」が 51.6％です。 

 

希望の日数、障害別（仕事をしている方、今後仕事をしたい方） 

 
 

（１１）あなたは、１日にどれくらい働くことを希望していますか。（○は１つ） 

（仕事をしている方、今後仕事をしたい方） 

1 日の労働時間 

 

希望する 1 日の労働時間は、「７～８時間」（36.0％）、「５～６時間」（32.9％）、「３～４

時間」（16.9％）となっています。 

精神障害では「５～６時間」（30.8％）、「３～４時間」（28.0％）となっており、短時間

の労働を希望する人が多くなっています。 

 

希望の労働時間、障害別（仕事をしている方、今後仕事をしたい方） 

 
  

7.5

8.5

2.0

11.5

11.1

41.5

41.6

31.0

51.6

66.7

43.3

42.9

56.7

30.8

11.1

2.3

0.9

3.9

2.7

0.0

5.5

6.0

6.4

3.3

11.1

0% 50% 100%

全体(711人)

身体障害(317人)

知的障害(203人)

精神障害(182人)

特定疾患(9人)

週に１～２日 週に３～４日 週に５日以上 その他 無回答

2.4

1.3

2.0

4.9

0.0

16.9

15.8

7.9

28.0

33.3

32.9

28.1

42.9

30.8

22.2

36.0

39.7

37.9

27.5

33.3

5.5

8.8

2.5

3.3

0.0

1.7

0.9

2.0

2.7

0.0

4.6

5.4

4.9

2.7

11.1

0% 50% 100%

全体(711人)

身体障害(317人)

知的障害(203人)

精神障害(182人)

特定疾患(9人)

１～２時間 ３～４時間 ５～６時間 ７～８時間 ８時間以上 その他 無回答



 

資料-36 

（１２）障害のある方が働いていくにあたって、取り組みを充実してほしいことは何ですか。 

（○はいくつでも） 

（仕事をしている方、今後仕事をしたい方） 

 

仕事をしている人や今後仕事をしたい人が、働く上で充実してほしいことは、多い順に

「企業や団体、市役所などが障害者を積極的に雇用する」（62.3％）「経営者や職場の同僚な

どに障害者に対する理解を促進する」（54.9％）「短時間勤務や勤務日数等に配慮する」

（42.9％）「就労や仕事に関する情報を提供したり、相談体制を充実する」（41.8％）となっ

ています。 

知的障害では「障害者が仕事をするうえでの援助をする人（ジョブコーチ）を充実する」

が最も多く、68.0％を占めています。 

 

働く上で充実してほしいこと、障害別（仕事をしている方、今後仕事をしたい方） 

(複数回答) 

 

62.3

25.9

39.5

54.9

33.1

28.6

41.8

17.3

42.9

2.7

4.8

5.9

62.1

31.9

21.1

47.6

20.8

26.8

35.3

21.8

36.6

1.9

5.7

6.3

66.5

11.3

68.0

65.5

52.2

34.0

47.8

13.8

40.4

4.4

4.9

6.9

57.1

31.9

40.1

56.0

33.0

25.3

46.2

13.2

56.6

2.2

3.3

3.3

77.8

22.2

33.3

44.4

33.3

33.3

44.4

22.2

44.4

0.0

0.0

22.2

0 20 40 60 80

企業や団体、市役所などが障害者を積極的に雇

用する

在宅で仕事ができるような仕組みを推進する

障害者が仕事をするうえでの援助をする人（ジョ

ブコーチ）を充実する

経営者や職場の同僚などに障害者に対する理解

を促進する

仕事をするための訓練や講習などを充実する

職場までの交通手段を充実したり、利用しやすい

ように改善する

就労や仕事に関する情報を提供したり、相談体

制を充実する

勤務場所におけるバリアフリー等に配慮する

短時間勤務や勤務日数等に配慮する

その他

特に充実してほしい取り組みはない

無回答

全体(711人)

身体障害(317人)

知的障害(203人)

精神障害(182人)

特定疾患(9人)

％



 

資料-37 

５.医療ケアについて 
 

（１） あなたは、次のような医療ケアが必要ですか。（○はいくつでも） 

（精神障害以外） 

 

いずれの障害（精神障害以外）においても、ほぼ４割の人が医療ケアを「必要ない」と

しています。 

「服薬管理」を必要としている人は 23.4％で、知的障害では 27.7％と、やや多くなって

います。 

また、該当者は少数ですが、身体障害では「人工透析」（8.8％）、「カテーテル留置」（3.3％）、

「ストーマ（人工肛門・人工膀胱）」（3.3％）を必要としている人が他の医療ケアより多く

いました。 

 

必要な医療ケア、精神障害以外の障害別（複数回答） 

 

0.6

0.6

2.1

1.8

1.0

0.7

0.1

4.7

1.8

1.9

23.4

6.2

42.3

22.6

1.0

0.9

1.9

2.2

1.4

1.2

0.0

8.8

3.3

3.3

20.1

7.0

41.6

19.8

0.2

0.4

2.2

1.1

0.7

0.2

0.2

0.2

0.2

0.4

27.7

4.9

43.2

25.7

0.0

0.0

3.1

3.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

23.4

7.8

42.2

26.6

0 10 20 30 40 50

気管切開

人工呼吸器（ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀ）

吸入（ﾈﾌﾞﾗｲｻﾞｰ等）

たん吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（IVH）

人工透析

カテーテル留置

ストーマ（人工)肛門・人工膀胱）

服薬管理

その他

必要ない

無回答

全体（1097人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

特定疾患（64人）

％



 

資料-38 

（２）あなたは、自立支援医療受給者証を持っていますか。（○は１つ） 

（精神障害） 

 

精神障害の人のうち、89.0％が自立支援医療受給者証を持っています。 

 

自立支援医療受給者証を持っているか、精神障害 

 
 

 

（３）現在の医療の状況はどうですか。（○はいくつでも） 

（精神障害） 

 

精神障害の人の医療の状況は、「通院している（デイケア以外）」が 89.0％、「訪問看護を

受けている」が 4.5％、「入院している」が 3.0％になっています。 

 

医療の状況、精神障害（複数回答） 

 
  

持っている

89.0%

持っていない

5.6%

無回答

5.3%

回答者数=337

89.0

4.5

3.0

2.4

3.0

5.6

0 20 40 60 80 100

通院している（デイケア以外）

訪問看護を受けている

入院している

医療機関にはかかっていない

その他

無回答

回答者数=337
（複数回答）

％



 

資料-39 

（４）「通院している（デイケア以外）」と「医療機関にはかかっていない」に○印をつけた

方におたずねします。以前と比べて、通院回数はどうなりましたか。（○は１つ） 

通院回数について「減った」もしくは「通院をやめた」事情は、何ですか。（○はい

くつでも）（精神障害） 

 

以前と比べた通院回数が「増えた」人は 8.1％、「変わらない」人は 74.6％、「減った」人

は 12.4％となっています。「通院をやめた」人は 0.3％です。 

また、通院回数の「減った」人、「通院をやめた」人の事情は、「障害・病気の状態が変化

したから」とする人が 61.5％です。「医療費負担が重いから」とする人も 20.5％あります。 

 

 

通院回数の変化、精神障害 

（通院している方、医療機関にかかっていない方） 

 

 
 

 

通院回数が「減った」もしくは「通院をやめた」事情(複数回答) 

 
  

増えた

8.1％

変わらない

74.6％

減った

12.4％

通院をやめた

0.3％

無回答

4.6％

回答者数=337

20.5

61.5

7.7

12.8

2.6

20.5

7.7

5.1

0 20 40 60 80

医療費負担が重いから

障害・病気の状態が変化したから

近くに通院先がないから

ひとりでの通院が不安だから

他にすることがあるから

その他

特に理由はない

無回答

回答者数=39
（複数回答）

％



 

資料-40 

６．教育・療育について 
 

（１）障害のある子どもの教育・療育について、何が不足していると思いますか。（○はい

くつでも） 

 

障害のある子どもの教育・療育で不足していることとして、「保護者に対する情報提供・

支援」（30.0％）、「一人ひとりのニーズに応じた教育」（29.7％）、「療育・保育・教育から就

労までの一貫した支援」（29.3％）、「進学や就職についての相談・支援」（26.8％）など、様々

な分野があげられています。 

 

教育・療育に不足していること、障害別（複数回答） 

 

24.9

21.3

29.3

29.7

13.0

21.1

26.8

30.0

4.0

12.0

32.8

20.8

23.2

25.6

25.4

16.2

20.6

24.1

26.5

4.0

10.8

37.5

31.0

22.8

41.7

38.1

10.9

26.2

34.1

40.1

3.8

13.1

19.5

24.0

16.0

22.0

25.5

11.3

15.7

23.4

23.4

5.0

13.9

39.8

23.4

20.3

14.1

31.3

9.4

18.8

17.2

25.0

0.0

4.7

48.4

0 10 20 30 40 50

低い年齢からの診断・相談・療育

身近なところにある保育園・幼稚園、学童クラブ、

学校に通えること

療育・保育・教育から就労までの一貫した支援

一人ひとりのニーズに応じた教育

校舎のバリアフリーなど設備

教職員の研修、看護師や介護スタッフの配置

進学や就職についての相談・支援

保護者に対する情報提供・支援

その他

特にない

無回答

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

％



 

資料-41 

（２）進学して通う場所が変わっても、障害のある子どもに対する一貫した支援を行うよ

う、「本人・保護者とともにつくる支援シート」を推進していますが、それについて

どう思いますか。 （○はいくつでも） 

 

「本人・保護者とともにつくる支援シート」については、「引き継ぎが不十分」（7.7％）、

「保護者との相談が不十分」（6.0％）、「通常級に在籍している障害児も対象にしてほしい」

（5.8％）などの意見があります。一方で、「一貫した支援が十分行われている」（5％）とい

う評価もされています。 

また、「支援シートがあることを知らなかった」とする人が 38.6％います。 

 

「本人・保護者とともにつくる支援シート」について、障害別（複数回答） 

 

5.0

2.9

7.7

6.0

5.8

2.4

38.6

42.3

2.9

1.7

4.5

3.4

4.6

1.5

44.3

45.2

10.2

5.5

15.3

11.5

8.6

4.0

32.2

31.0

2.4

1.8

4.2

3.9

4.7

2.1

38.0

49.0

1.6

0.0

1.6

1.6

1.6

0.0

34.4

59.4

0 20 40 60

一貫した支援が十分行われている

記載量・項目が不十分

引き継ぎが不十分

保護者との相談が不十分

通常級に在籍している障害児も対象にしてほしい

その他

支援シートがあることを知らなかった

無回答

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

％



 

資料-42 

（３）学年が上がり、担任の先生が変わっても、障害のある子どもの実態に応じたきめ細

かな指導を一貫して行う「個別の指導計画」を毎年作成していますが、それについてどう

思いますか。 （○はいくつでも） 

 

「個別の指導計画」については、「引き継ぎが不十分」（7.9％）、「保護者との相談が不十

分」（6.6％）、「通常級に在籍している障害児も対象にしてほしい」（6.5％）などの意見や、

「一貫した支援が十分行われている」（7.0％）という評価があります。 

一方で、「個別の指導計画があることを知らなかった」とする人が 30.8％います。 

 

「個別の指導計画」について、障害別（複数回答） 

 

  

7.0

2.9

7.9

6.6

6.5

2.5

30.8

47.1

2.9

1.4

5.3

4.6

5.2

1.0

35.1

51.2

14.9

6.2

14.9

10.2

10.4

4.2

23.3

36.8

4.2

1.8

4.2

5.6

4.2

3.0

34.7

50.4

4.7

0.0

1.6

3.1

3.1

1.6

23.4

65.6

0 10 20 30 40 50 60 70

一貫した支援が十分行われている

記載量・項目が不十分

引き継ぎが不十分

保護者との相談が不十分

通常級に在籍している障害児も対象にしてほしい

その他

個別の指導計画があることを知らなかった

無回答

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

％



 

資料-43 

７．相談相手や情報の入手について 
 

（１） あなたは、普段、悩みや困ったことをどなたに相談しますか。（○はいくつでも） 

 

全体の 59.6％が「家族や親せき」としています。また、身体障害で 61.0％、知的障害で

56.3％、精神障害で 62.9％、特定疾患で 53.1％と、いずれの障害においても「家族や親せ

き」が最も多くあげられています。なお、精神障害では「かかりつけの医師や看護師」（57.6％）

も多くなっています。 

 
困ったときの相談先、障害別（複数回答） 

 

59.6

31.0

3.7

6.0

16.2

6.1

4.5

30.5

7.2

0.8

6.0

4.7

8.9

5.5

11.9

61.0

35.2

3.8

6.9

8.6

5.3

2.1

27.1

6.7

0.5

3.3

2.1

7.9

4.1

14.9

56.3

21.3

3.5

6.2

30.2

8.6

7.3

14.0

2.7

0.4

14.4

8.6

10.6

5.5

12.0

62.9

35.3

3.9

5.3

12.8

3.3

3.9

57.6

13.1

1.8

0.6

4.7

8.9

8.0

5.9

53.1

39.1

3.1

0.0

6.3

9.4

9.4

35.9

12.5

0.0

0.0

0.0

6.3

4.7

14.1

0 20 40 60 80

家族や親せき

友人・知人

近所の人

職場の上司や同僚

施設の指導員など

ホームヘルパーなどサービス事業所の人

障害者団体や家族会

かかりつけの医師や看護師

病院のケースワーカーやケアマネージャー

民生委員・児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生

相談支援事業所などの民間の相談窓口

行政機関の相談窓口

その他

無回答

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

％



 

資料-44 

 

（２） あなたは障害のことや福祉サービスなどに関する情報を、どこから知ることが多い

ですか。 （○はいくつでも） 

 

多岐にわたっていますが、「本や新聞、雑誌の記事、テレビのニュース」が最も多く、29.1％

です。 

「本や新聞、雑誌の記事、テレビのニュース」は、身体障害の 33.2％、特定疾患の 45.3％

があげています。また、知的障害では「サービス事業所の人や施設職員」（36.1％）、精神障

害では「かかりつけの医師や看護師」（36.8％）が最も多くあげられています。 

 

情報入手先、障害別（複数回答） 

 

29.1

21.6

17.9

19.6

20.0

9.7

19.5

9.0

1.1

5.4

4.9

14.9

5.6

13.0

33.2

18.0

22.7

15.6

11.7

6.7

19.4

8.8

0.9

2.7

2.7

16.2

6.0

14.9

18.8

23.3

9.5

22.2

36.1

13.7

6.0

2.9

0.9

13.1

8.6

14.9

4.7

13.1

32.9

23.4

22.0

23.1

13.6

5.9

36.8

16.6

2.1

0.9

4.5

13.6

6.8

8.6

45.3

32.8

10.9

18.8

15.6

28.1

25.0

14.1

0.0

0.0

0.0

10.9

3.1

17.2

0 20 40 60 80

本や新聞、雑誌の記事、テレビのニュース

友人・知人

インターネット

家族や親せき

サービス事業所の人や施設職員

障害者団体や家族会（団体の機関誌など）

かかりつけの医師や看護師

病院のケースワーカーやケアマネージャー

民生委員・児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生

相談支援事業所などの民間の相談窓口

行政機関の相談窓口

その他

無回答

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

％



 

資料-45 

８． 権利擁護について 
 

（１） あなたは、障害があることで差別や嫌な思いをしたり、配慮や工夫をしてもらえなくて

困ったりしたことがありますか。（○は１つ） 

 

全体では「ある」と「少しある」を合わせて 59.4％の人が困った経験があると答えまし

た。身体障害（50.8％）や特定疾患（29.7％）では比較的少なく、知的障害（69.4％）と精

神障害（66.2％）には多く見られます。  

 

障害があることで配慮や工夫がなく困ったことの有無、障害別 

 
 

（２） どのような場所で差別や嫌な思いをしたり、配慮や工夫をしてもらえなくて困ったりし

ましたか。（○はいくつでも） 

 

全体では「外出先」（48.6％）、「学校・仕事場」（42.7％）の順に多くなっています。精

神障害では、「外出先」（31.4％）よりも「学校・仕事場」（45.3％）と回答する割合の方が

多くなっています。 

 

困ったりした場所、障害別（複数回答）  

 
 

27.7

18.2

35.0

37.7

9.4

31.7

32.6

34.4

28.5

20.3

31.0

39.0

20.8

27.0

50.0

9.7

10.1

9.8

6.8

20.3

0% 50% 100%

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

ある 少しある ない 無回答

42.7

17.5

48.6

16.7

22.2

18.8

7.2

2.0

36.8

18.9

55.1

14.9

20.3

12.5

6.8

2.4

48.6

9.6

54.0

21.7

21.4

22.0

4.8

1.9

45.3

28.3

31.4

12.6

26.0

22.4

11.7

1.8

5.3

0.0

63.2

10.5

21.1

21.1

0.0

0.0

0 20 40 60 80

学校・仕事場

仕事を探すとき

外出先

余暇を楽しむとき

病院など医療機関

住んでいる地域

その他

無回答

全体（851人）

身体障害（296人）

知的障害（313人）

精神障害（223人）

特定疾患（19人）

％



 

資料-46 

（３） 成年後見制度についてご存じですか。（○は１つ） 

 

全体では「名前も内容も知っている」が 30.6％で、「名前は聞いたことがあるが、内容は

知らない」と「名前も内容も知らない」を合わせると 54.3％と半数の人が内容を知らない

と回答しています。 

 
成年後見制度の認知、障害別 

  
  

30.6

29.7

35.3

23.1

45.3

28.3

29.2

25.9

30.9

23.4

26.0

21.8

27.9

33.5

10.9

15.1

19.2

10.9

12.5

20.3

0% 50% 100%

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

名前も内容も知っている 名前を聞いたことがあるが、内容は知らない

名前も内容も知らない 無回答



 

資料-47 

９． 災害時の避難等について 
 

（１）あなたは、火事や地震等の災害時に一人で避難できますか。（○は１つ） 

 

全体では「できる」（38.1％）と「できない」（35.8％）とほぼ同じ割合ですが、「わから

ない」とする人が 20.9％います。知的障害では「できない」（57.2％）が多くなっています。  

 
火事や地震等の災害時に一人で避難できるか、障害別 

 
 

（２）家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所にあなたを助けてくれる人はいますか。 

（○は１つ） 

 

全体では「いる」（20.6％）よりも「いない」（35.2％）とする割合の方が多くなってい

ます。また「わからない」（36.2％）と回答した人も多くなっています。精神障害では「い

ない」とする人が 44.2％と、特に多くいます。  

 

近所にあなたを助けてくれる人はいますか、障害別

 
  

38.1

44.0

22.6

50.1

31.3

35.8

30.6

57.2

15.4

39.1

20.9

19.6

16.4

29.4

20.3

5.2

5.8

3.8

5.0

9.4

0% 50% 100%

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

できる できない わからない 無回答

20.6

24.2

17.5

17.8

23.4

35.2

29.2

37.5

44.2

26.6

36.2

38.0

36.1

32.3

40.6

8.0

8.6

8.9

5.6

9.4

0% 50% 100%

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

いる いない わからない 無回答



 

資料-48 

 

（３）火事や地震等の災害時に不安に思うことは何ですか。（○はいくつでも） 

 

全体では「家族と連絡が取れない」（52.5％）が最も多くなっています。知的障害では「１

人では避難することができない」（56.3％）、「周囲とコミュニケーションがとれない」

（49.4％）、「外出時の避難方法が不安」（48.1％）、「救助を求めることができない」（46.8％）

などで他の障害よりも多くなっています。精神障害（52.8％）、特定疾患（53.1％）では「投

薬や治療が受けられない」と回答した人が多くいます。  

 
火事や地震等の災害時に不安に思うこと、障害別（複数回答） 

 
 

52.5

40.4

24.8

36.1

26.8

29.4

37.2

36.3

5.2

6.3

7.4

46.4

37.5

14.6

29.9

14.9

15.1

37.5

33.7

4.3

8.8

7.6

59.6

48.1

46.8

56.3

45.2

49.4

36.6

24.8

4.7

3.8

6.9

56.1

35.0

15.1

16.9

24.9

31.2

36.2

52.8

7.4

5.6

7.1

39.1

42.2

14.1

50.0

15.6

7.8

45.3

53.1

4.7

4.7

10.9

0 20 40 60 80

家族と連絡が取れない

外出時の避難方法が不安

救助を求めることができない

1人では避難することができない

避難場所がわからない

周囲とコミュニケーションがとれない

避難場所の設備（トイレ等）や環境が不安

投薬や治療が受けられない

その他

特にない

無回答

全体（1434人）

身体障害（582人）

知的障害（451人）

精神障害（337人）

特定疾患（64人）

％


